自然保護官防寒着製作企画審査委員会設置要綱
１　目的
　　自然保護官防寒着製作企画の適正な採択に資するため、優秀な企画を採択対象として選定することを目的として、「自然保護官防寒着製作企画審査委員会（以下「委員会」という）」を設置する。
２　委員会の事務
（１）委員会は、自然保護官防寒着製作企画書作成要領に基づき、提出された企画書について審査する。
（２）審査にあたっては、企画書に掲載された自然保護官防寒着の意匠及び機能、提供体制並びに製作金額などを踏まえて、総合的に勘案し、自然保護官防護着の採択対象としての可否を審査する。
３　委員会の構成
（１）委員会の構成は、次のとおりとする。
　　　　委　　員
自然環境局国立公園課長



大臣官房会計課課長補佐
大臣官房政策評価広報課地方環境室長



自然環境局総務課調査官
　　　　　　　　　　　 自然環境局総務課課長補佐



自然環境局国立公園課課長補佐



自然環境局野生生物課鳥獣保護業務室室長補佐
（２）委員は、出席が困難な場合は、同じ課（室）の者を代理として出席させることができる。
４　委員会の事務局
　　委員会の円滑な運営を支援するため、自然環境局国立公園課に事務局を置く。
附　則
　この要綱は、平成26年６月13日から施行する。
自然保護官防寒着製作企画書作成要領
1． 目的
全国の国立公園等に配置される自然保護官等（環境省行政職員）は、自然環境の保全や適正な利用の推進のため、現地調査や自然ふれあい活動等を行っている。しかし、冬季や山岳地域等の寒冷地において現地調査等を行う際は、長時間低温に晒される等の厳しい環境条件下で業務に従事するため、体温を維持できる装備を着用させる等により職員の安全を確保する必要がある。また、公園利用者への利用指導や自然ふれあい活動の実施の際には、統一的な服装とする視覚的効果により自然環境保全への深い理解を得ることができる。
本件は、自然保護官等が着用する統一的な防寒着の製作に関する企画を公募し、安全かつ効果的な行政業務の実施のための当該防寒着製作業務に資することを目的とする。
2． 概要
現地調査等において、低温、風雨から身の安全を確保し、公園利用者等からの理解を得やすくさせ、平成２５年度末に一新したレンジャー服と調和する意匠を備えた自然保護官等が着用する防寒着の製作に関する企画を作成する。
３．内容
全国の自然保護官等が国立公園等の管轄区域の巡視、現地調査、自然観察会の開催等の野外における業務、自然保護官事務所内での事務業務、屋外での式典やイベント時において着用することを想定した防寒着の製作の実施方法等について下記に基づき企画する。
なお、自然保護官防寒着製作業務の実施にあたっては、最終的な細部のデザインについては、企画書内容を軸に、環境省担当官と協議の上、試作を行いながら、実施するものとする。
（１）防寒着（アウター機能を備えたミドルレイヤー；通称ソフトシェルといわれるも
の）の基本仕様
①数　量：初年度最低400着以上（後年度（５年度以上）の各年度において80～100着程度の発注見込み（※別途契約））
②サイズ：身長に合わせて男性用、女性用それぞれ４サイズ以上設定する。
　　　　　サイズ別製作数は、設定されたサイズ毎に環境省担当官が指示する。
③基本デザイン：
・前チャック式とし、チャック開閉式のポケット３カ所以上を付ける。
・着用時にレンジャー服と調和したデザインとし、色は緑色系統とする。
・男性用、女性用で色は統一するものとする。
・式典等に着用することも想定されることから、カジュアル過ぎないものとする。
④生地に求める機能：
・保温性が高いものであること。
・防風性が高いものであること。
・撥水性をもつものであること。
・透湿性が高いものであること。
・伸縮性をもつものであること。
・繰り返し着用することを想定し、洗濯に対する耐久性が良好なものであること。
・着心地が良好なものであること。
・登山用品としての実績があるものであること。
・軽量なものであること。
⑤その他：
・左胸位置１箇所に組織名称等のアルファベット30文字程度を織りネーム等で縫い付ける。（具体的な文字の内容、デザイン等は環境省担当官より提示された内容とする）
・肩袖１箇所に組織名称等の刺繍を入れる。（具体的な文字の内容、デザイン等は環境省担当官より提示された内容とする）
・ワッペンを作成し、片袖に縫い付けること。（ワッペンのデザイン等は環境省担当官より提示された内容とする）
・メーカー名などのロゴの小規模な掲出は許容する。ただし、具体的な色、大きさ、デザイン等は環境省担当官と協議する。
　
　
（２）防寒着（アウターレイヤー；通称ハードシェルといわれるもの）の基本仕様
①数　量：初年度最低400着以上（後年度において合計300～500着程度の発注見込み（※別途契約））
②サイズ：身長に合わせて男女兼用それぞれ４サイズ以上設定する。
　　　　　サイズ別製作数は、設定されたサイズ毎に環境省担当官が指示する。
③使用条件：積雪期の高山帯でも使用にも耐えうるものであること（高山帯における厳冬期での使用は含まない）。
④基本デザイン：
・前チャック式とし、チャック開閉式のポケット３カ所以上を付ける。
・着用時にレンジャー服及び上記防寒具（ソフトシェル）と調和したデザインとし、色は緑色系統とする。
・男女兼用でデザインと色は統一するものとする。
・式典等に着用することも想定されることから、カジュアル過ぎないものとする。
・フードがついていること。
⑤生地に求める機能：
　以下のような機能をもつ、ゴアテックス同等以上のものとする。
・防風性が高いものであること。
・防水性が高いものであること。
・透湿性をもつものであること。
・登山用品としての実績があるものであること。
・軽量なものであること。
⑥その他：
・左胸位置１箇所に組織名称等のアルファベット30文字程度を織りネーム等で縫い付ける。（具体的な文字の内容、デザイン等は環境省担当官より提示された内容とする）
・肩袖１箇所に組織名称等の刺繍を入れる。（具体的な文字の内容、デザイン等は環境省担当官より提示された内容とする）
・ワッペンを作成し、片袖に縫い付けること。（ワッペンのデザイン等は環境省担当官より提示された内容とする）
・メーカー名などのロゴの小規模な掲出は許容する。ただし、具体的な色、大きさ、デザイン等は環境省担当官と協議する。
４．参考（製作スケジュール）
今年度、本省において試作品の製作を、各地方環境事務所等において本製作品の製作を、別途自然保護官防寒着製作業務に係るめいめいの契約により発注する予定である。
当該契約において、試作品５着を10月中旬、25着を平成27年３月上旬までの納期として発注する。また、本製作品については、ソフトシェル約400着、ハードシェル約400着を平成27年３月末日の納期として発注する。
（別　添）
Ⅱ　企画書作成事項
企画書は、以下の項目について、別紙様式に従い作成すること。
１　防寒着製作に対する理解度
　防寒着製作に対する理解度を審査するので、自然保護官等の防寒着を製造する際に考慮すべき事項について、別紙様式Ａに従い記述すること。
２　防寒着製作の実施方法等の提案
　　　製作内容のうち以下の提案事項について、別紙様式Ｂに従い記述すること。
1 生地の選定理由、特徴について
企画書作成要領 ２．内容中にある生地に求める機能を満たす生地をそれぞれ提案し、それを選定した理由とその特徴について、説明する。
2 デザインの考え方について
企画書 ３．内容中にある基本デザインを満たすデザインの考え方について、それぞれ提案する。
3 サイズラインナップの考え方について
企画書 ３．内容中にあるサイズのラインナップの考え方について、提案する。
4 デザインの決定方法
最終的なデザイン決定までの具体的なプロセスについて、提案する。
5 一着あたりの供給予定金額及び価格の妥当性について
当該製作における一着あたりの供給予定金額について、それぞれ提案する。
6 後年度における供給の考え方について
後年度に追加購入の要望があった際の対応について（後年度の発注単位、納入期間等）、提案する。
３　防寒着製作実施工程（実施フロー）
　  　製作実施工程を別紙様式Ｃに従い記述すること。
４　実施体制
　　　製作内容ごとの従事者の配置、役割分担等を別紙様式Ｄに従い、記述すること。
５　業務実績
　登山用防寒着の企画製造の実績について、別紙様式Ｅに従い記述すること。  
６　組織の環境マネジメントシステム認証取得状況
ISO14001、エコアクション21、KES、エコステージ、地方公共団体による認証制度などのうち、第三者による環境マネジメント認証を取得している場合、別紙様式Fに従い記述するとともに、認証取得を証明する書類を添付すること。
ただし、企画書等の提出する時点において認証期間中であること。
（別紙様式Ａ）
防寒着製作に対する理解度
　本製作に対する理解度を審査するので、自然保護官等の防寒着を製作する際に考慮すべ事項について、必要な事項をご提案ください。
	


（※）本様式はＡ４版１枚以内とする。
	


（別紙様式Ｂ）
製作の実施方法等の提案
 １．生地の選定理由、特徴について
	防寒着を製作するに当たって、提案する生地の選定理由や特徴をそれぞれ具体的に記入してください。また、あわせて生地のサンプル（80cm×80cm以上）または参考となる製品を提出してください。（提出された生地等は審査終了後に返却します。）なお、提案会においては、色は不問とします。



２．デザインの考え方について
	デザインの考え方をそれぞれ提案して下さい。なお、提案のベースとなるデザインがあれば、イラストや製品を提出してください。



３．サイズラインナップの考え方について
	サイズラインナップの考え方を提案して下さい。


４．デザインの決定方法
	デザインを最終的に決定するまでの具体的なプロセスを示してください。



５．一着あたりの供給予定金額及び価格の妥当性について
	当該製作における一着あたりの供給予定金額をそれぞれ示してください。


６．後年度における供給の考え方について
	後年度における追加購入の要望があった際の供給体制の考え方を示してください。（後年度の発注単位、納品までの所用期間等）


（※）本様式は上記「１」、「２」、「３」、「４」、「５」、「６」それぞれＡ４版１枚以内とする。
（※※）それぞれミドルレイヤーとアウターレイヤー毎に作成するものとする。
	


（別紙様式Ｃ）
製作実施工程（実施フロー）
	時　期
	　内　容

	
	


（※）本様式はＡ４版１枚以内とする。
	


（別紙様式Ｄ）
製作実施体制（従事者の配置、役割分担等）
	


注１　本様式はＡ４版１枚以内とする。
注２　製作の内容ごとに担当するチームの構成、役割分担、配置予定者の氏名、役職及び簡単な経歴を記載し、またそのメンバーとした理由を併せて記載する。
	


（別紙様式Ｅ）
業務実績
	


注１　本様式は、Ａ４版４枚以内に記載すること。
	


（別紙様式F）
組織の環境マネジメントシステム認証取得状況
	認証の有無： 　　　　　認証期間：

	認証の名称：


注１ 証明書の写しを添付すること。
注２ 事業者の経営における主たる事業所（本社等）において、取得しているものに限る。
注３ 申請中の場合は、その旨を明記し、企画書提出前までに証明書の写しを提出したものについて加点対象とする。
